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１．拡大する開発領域 

●自動運転、コネクテッドカー 

 ・AI、情報処理の技術開発競争でもある 

  →ソフトを制する=勝ち組、IT業界の参入も 

●電動化 

 ・CO2削減には不可避。 

  →動力の中心は内燃機関から電気・モーターへ 

☆自動車メーカーは対応を迫られている 

☆部品メーカーも単体の機能強化だけでなく 

  システムとしてコンポーネントの提案が求められている 



2．不足するエンジニア 

●慢性的に足りない電気・電子エンジニア 

 ・10数年前から電気・電子分野のエンジニアを積極的採用 

   ↑開発領域が広範なため、慢性的に不足している 

 

●電池の開発に必要な化学分野のエンジニア 

 ・不可欠だが、中途採用を含めても十分に確保できていない 

 

●育成には時間が必要 

 ・「一人前」のエンジニアに育成するには2～3年かかる 

  →研修プログラムの充実などに取り組んでいる 

    ↑絶対的な人数が不足しているとの指摘も 



３．エンジニア不足への対応 

●限られた人材の有効活用 

 ・生産管理、生産技術、営業に携わるエンジニアの再配置を検討 

 

●将来の人材獲得へ繋がる活動を 

 ・背景にある「クルマに興味を持たない人が増えた」こと 

  →子供向けの体験教室で裾野を広げる努力を 

 

●女性エンジニアの活用促進 

 ・自動車技術会における女性エンジニアの比率は２％ 

  →働き方の見直しなどで活躍を支援し人手不足の解消へ 



４．外部資源の活用 

●拡大する一方の開発領域 

 ・開発領域が広がり、全て自前で開発を行うのは、もはや困難 

  →ノウハウを蓄積している会社と協力し“時間を買う” 

    ↑自動運転におけるIT業界などとの提携増加 

 

●開発委託先も多岐に渡る 

 ・エンジニアリングや開発受託を手がける企業 

 ・自動運転の制御などで強みを持つ大手サプライヤー 

 ・IT業界、通信業界なども 



５．今後の課題 

☆業界の魅力をどう伝えていくか 

 ・自動車エンジニアを目指す若者を増やすには必須 

  →裾野を広げるために業界全体での取り組みが不可欠 

 

☆エンジニア育成の体制づくり 

 ・幅広いジャンルのエンジニアが必要な自動車開発 

  →体系化したエンジニア育成でノウハウの少ない分野に対応 
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